




















る
が
、
詳
細
は
不
明
な
た
め
、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た

い
。な

お
、
①
タ
イ
プ
は
江
戸
記
録
所
で
保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
②
タ
イ
プ
は
ど
こ
で
保

存
・
管
理
さ
れ
て
い
た
か
判
然
と
し
な
い
。
①
タ
イ
プ
が
江
戸
に

あ
る
な
ら
ば
、
②
タ
イ
プ
は
江
戸
で
作
成
の
後
、
国
元
に
送
ら
れ

保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
れ
ば
自
然
な
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
こ
れ
も
ま
た
確
証
が
な
い
た
め
課
題
と
し
て
お
く
。

③
「
書
抜
」
と
の
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
も
の

原
初
表
紙
・
中
表
紙
に
「
書
抜
」
と
の
文
言
を
含
む
冊
子
は
現

在
一
二
点
あ
る
。【
表
２
】
は
そ
の
一
二
点
を
一
覧
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
小
口
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
か
ら
、
大
き
く
分
け
て
、
№

１
か
ら
№
５
お
よ
び
№

と
、
そ
れ
以
外
（
№
６
か
ら
№

お
よ

び
№

）
の
二
つ
の
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

前
者
は
赤
丸
お
よ
び
赤
丸
の
中
に
一
、
二
の
よ
う
な
漢
数
字
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
、
後
者
は
そ
う
し
た
簿
冊
の
管
理
の
痕
跡
が
窺

え
な
い
も
の
（
以
下
、
「
書
抜
」
Ｃ
と
す
る
。
）
で
あ
る
。

前
者
を
よ
り
詳
細
に
見
れ
ば
、
享
保
四
年
か
ら
宝
暦
十
一
年
六

月
ま
で
の
記
事
を
載
せ
た
簿
冊
の
小
口
に
は
、
「
桜
田
御
家
来
御

扱
書
抜
」
（
以
下
、
「
書
抜
Ａ
」
と
す
る
）
と
そ
れ
以
外
「
桜
田
御

勤
書
抜
」
（
以
下
、
「
書
抜
」
Ｂ
と
す
る
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。

「
書
抜
」
Ａ
に
つ
い
て
内
容
を
見
る
と
、
稀
に
徳
山
藩
主
の
萩

藩
江
戸
屋
敷
訪
問
の
記
事
な
ど
を
含
む
も
の
の
、
既
述
し
た
よ
う

な
、
江
戸
に
お
け
る
萩
・
徳
山
両
藩
の
交
流
の
う
ち
萩
藩
士
の
徳

山
藩
江
戸
屋
敷
訪
問
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
例
え
ば
、
明
和
二

年
三
月
十
六
日
の
記
事
（
こ
れ
が
こ
の
年
の
最
初
の
記
事
）
は
、

萩
藩
の
益
田
隼
人
ほ
か
三
名
が
徳
山
藩
に
召
し
出
さ
れ
て
饗
応

を
受
け
た
と
あ
る
。
こ
の
年
は
こ
れ
に
続
け
て
、
四
月
二
十
三
日
・

二
十
四
日
、
六
月
三
日
・
七
日
・
九
日
、
九
月
二
十
七
日
、
十
二

月
二
十
八
日
に
記
事
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
理
由
は
様
々
だ
が
萩
藩

士
が
徳
山
藩
江
戸
屋
敷
を
訪
問
し
た
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

年
の
「
桜
田
日
記
」
の
①
タ
イ
プ
を
見
る
と
、
記
事
が
あ
る
の
は

四
月
二
十
三
日
、
六
月
九
日
の
一
部
、
九
月
二
十
七
日
、
十
二
月

二
十
八
日
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
月
十
六
日
の
記
事
を
は
じ

め
と
し
て
①
タ
イ
プ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
記
事
が
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
「
書
抜
」
Ａ
は
、
「
桜
田
日
記
」
の
書
き
抜
き
で
は
な
い
こ

と
は
明
白
で
、
後
述
す
る
「
書
抜
」
Ｂ
と
同
種
と
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

そ
れ
で
は
「
書
抜
」
Ａ
の
元
デ
ー
タ
が
何
か
を
探
る
必
要
が
あ
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）

点
で
は
、
⑴
や
⑻
、
⑼
の
記
事
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
例
え
ば
⑴

に
あ
る
「
当
日
」
祝
儀
の
使
者
派
遣
は
②
タ
イ
プ
に
記
載
は
な
い

の
に
対
し
て
、
六
月
十
五
日
に
も
「
当
日
」
祝
詞
の
使
者
派
遣
が

あ
り
な
が
ら
②
タ
イ
プ
に
は
記
事
が
載
っ
て
お
り
、「
当
日
」
祝
儀

の
使
者
派
遣
は
②
タ
イ
プ
に
掲
載
さ
れ
な
い
、
と
は
断
定
し
に
く

い
。
採
用
さ
れ
る
記
事
の
判
断
基
準
は
不
明
だ
が
、
②
タ
イ
プ
は

①
タ
イ
プ
の
完
全
な
「
写
し
」
と
言
う
よ
り
、
必
要
記
事
の
「
抜

き
書
き
」
と
理
解
し
た
方
が
よ
り
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
（
便
宜
上
、
以
下
で
も
「
写
し
」
と
し
て
お
く
）
。

次
に
中
表
紙
を
見
て
い
く
。
原
初
表
紙
の
次
丁
の
ほ
か
に
、
冊

子
途
中
に
も
表
紙
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
前
述
し
た
と
お

り
、
②
タ
イ
プ
が
①
タ
イ
プ
複
数
冊
分
を
あ
わ
せ
て
一
冊
と
な
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
タ
イ
プ
の
区
切
り
ご
と
に
表
紙
を
作
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、
②
タ
イ
プ
の
寛
政
四
年
六
月
か
ら

寛
政
六
年
五
月
ま
で
を
一
冊
と
す
る
も
の
に
は
、
寛
政
四
年
六
月

か
ら
十
二
月
、
寛
政
五
年
一
月
か
ら
八
月
、
寛
政
五
年
九
月
か
ら

同
六
年
五
月
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
中
表
紙
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
①
タ
イ
プ
の
日
記
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

②
タ
イ
プ
作
成
に
あ
た
り
、
原
本
と
な
っ
た
の
が
①
タ
イ
プ
で
、

そ
の
原
型
が
わ
か
る
よ
う
意
識
し
て
中
表
紙
が
作
成
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

②
タ
イ
プ
が
「
写
し
」
で
あ
る
と
の
推
測
は
、
次
の
点
か
ら
も

考
え
ら
れ
る
。
全
て
で
は
な
い
が
、
原
初
表
紙
の
次
丁
の
中
表
紙

に
は
、
綴
じ
込
み
部
分
に
記
述
が
あ
る
。
現
状
で
は
見
え
な
い
可

能
性
も
あ
る
の
で
時
期
の
断
定
は
避
け
る
が
、
寛
政
期
の
も
の
中

に
は
、「
読
合
よ
し
」
の
記
述
が
あ
る
冊
子
が
散
見
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
原
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
と
の
校
合
作
業
を
終
え
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
②
タ
イ
プ
は
「
写
し
」
で
あ
る
と

し
た
。

こ
の
ほ
か
の
特
徴
に
、
寛
政
中
期
以
降
、
冊
子
の
中
表
紙
に
貼

紙
な
ど
に
よ
り
紙
の
枚
数
を
記
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
「
表
裏
共
ニ
百
弐
拾
六
枚
ア
ル
」
「
表
裏
共
ニ
百
五
拾
弐
枚
ア

ル
」
、
「
上
紙
外
百
六
十
九
枚
」
の
よ
う
な
記
載
で
あ
る
。
こ
う
し

た
貼
紙
の
あ
る
冊
子
を
実
際
に
数
え
て
み
る
と
そ
の
枚
数
（
丁
数
）

通
り
で
、
こ
の
数
字
は
「
写
し
」
作
成
に
要
し
た
紙
の
枚
数
を
表

し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
た
だ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
貼
紙
を
残
し

て
い
る
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

最
後
に
、
②
タ
イ
プ
の
冊
子
は
徳
山
藩
の
公
用
紙
と
言
わ
れ
て

い
る
赤
く
着
色
さ
れ
た
紙
で
は
な
く
、
黄
色
い
紙
が
用
い
ら
れ
て

い
る
傾
向
に
あ
る
。「
黄
紙
」
と
な
る
と
萩
藩
の
公
用
紙
を
連
想
す
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内
容
は
萩
藩
江
戸
上
屋
敷
の
近
隣
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
徳
山
藩
か
ら
見
舞
い
の
使
者
や
備
え
の
人
数
を
派
遣
し
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
じ
事
象
に
対
し
て
必
要
な
情
報
は
含
ま

れ
て
い
る
も
の
の
、「
書
抜
」
Ｂ
が
「
書
抜
」
Ｃ
を
そ
の
ま
ま
書
き

写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
理
由
は
も
と
よ
り
、
な
ぜ
「
書
抜
」

Ｂ
と
「
書
抜
」
Ｃ
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
文
政
二
年
九
月
か
ら
同
三
年
四
月
ま

で
を
一
冊
と
す
る
「
桜
田
日
記
抜
萃
」
（
以
下
、
「
抜
萃
」
と
略
記

す
る
。
）
が
あ
る
。
こ
れ
も
該
当
す
る
期
間
の
「
桜
田
日
記
」
の
抜

き
書
き
で
は
あ
る
が
、
全
て
の
記
事
が
「
桜
田
日
記
」
の
記
事
を

そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
よ
う
な
部
分
の
例
と

し
て
、「
抜
萃
」
冒
頭
の
文
政
二
年
九
月
二
十
三
日
の
記
事
は
、「
桜

田
日
記
」
で
は
、
萩
藩
の
堅
田
宇
右
衛
門
と
口
羽
備
後
か
ら
徳
山

藩
粟
屋
図
書
へ
宛
て
た
手
紙
の
文
面
が
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、「
抜
萃
」
に
は
、
そ
の
文
面
の
要
旨
や
そ
の
報
知

が
「
奉
札
」
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
載
る
に
と
ど
ま

る
。「
抜
萃
」
は
「
桜
田
日
記
」
の
記
事
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
た
形
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
「
抜
萃
」
に
つ
い
て
も
、
「
桜
田
日
記
」
の
記
事
の
選

択
基
準
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
現
存
で
は
こ
の
期
間
に
限
り

「
抜
萃
」
が
残
っ
て
い
て
、
他
の
期
間
の
「
抜
萃
」
ま
た
は
そ
れ

と
類
似
の
も
の
が
作
成
さ
れ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

④
そ
の
他

ま
ず
「
改
」
印
の
あ
る
①
タ
イ
プ
の
そ
の
後
に
つ
い
て
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
①
タ
イ
プ
は
幕
末
ま
で
作
成
さ
れ
て
は
い
な

い
。
②
タ
イ
プ
も
同
様
で
あ
る
。
①
タ
イ
プ
で
小
口
か
ら
「
改
」

印
が
捺
さ
れ
な
く
な
る
の
は
文
化
八
年
一
月
か
ら
三
月
の
冊
子

か
ら
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
時
に
は
本
文
中
に
は
「
改
」
印
が
捺
さ

れ
て
お
り
、
②
タ
イ
プ
の
作
成
も
窺
え
る
。
そ
の
後
、
小
口
の
「
改
」

印
は
捺
さ
れ
た
り
捺
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
の
、
文
化
十
一

年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
冊
子
に
は
つ
い
に
「
改
」
印
が
捺
さ

れ
な
く
な
り
（
た
だ
し
、
②
タ
イ
プ
は
作
成
さ
れ
て
い
る
）
、
続
く

文
化
十
二
年
一
月
か
ら
四
月
六
日
ま
で
の
冊
子
以
降
は
、
②
タ
イ

プ
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
①
と
②
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
ら

な
い
「
改
」
印
や
「
写
し
」
を
持
た
な
い
冊
子
が
こ
れ
以
降
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
末
日
ま
で
残
っ
て
い
る
。
文
化
十
二
年
以

降
、
②
タ
イ
プ
の
よ
う
な
「
写
し
」
が
作
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
理

由
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
、
藩
財
政
は
逼
迫
し
て
お
り
、
経
費
節

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

り
、
次
の
理
由
か
ら
、
江
戸
の
「
記
録
所
日
記
」
が
該
当
す
る
と

考
え
た
い
。

前
述
の
三
月
十
六
日
の
益
田
ほ
か
三
名
の
饗
応
に
つ
い
て
同

日
の
「
記
録
所
日
記
」
に
お
け
る
記
事
は
、
約
三
丁
に
わ
た
り
詳

細
に
饗
応
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
書
抜
」
Ａ
に
お
い
て
、
明

和
二
年
に
は
な
い
が
、
前
年
の
明
和
元
年
七
月
二
十
三
日
、
や
は

り
益
田
隼
人
ほ
か
二
名
の
饗
応
記
事
に
続
き
、
「
御
扱
之
趣
日
記

有
之
」
と
あ
る
。
同
日
の
「
記
録
所
日
記
」
を
見
る
と
、
や
は
り

彼
ら
へ
の
饗
応
の
様
子
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、

「
日
記
」
と
は
「
記
録
所
日
記
」
で
、「
書
抜
」
Ａ
は
「
記
録
所
日

記
」
か
ら
の
記
事
の
書
き
抜
き
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
「
書
抜
」
Ｂ
は
、
「
書
抜
」
Ｃ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
お

の
お
の
の
特
徴
を
よ
り
浮
き
彫
り
に
で
き
る
。

「
書
抜
」
Ｂ
と
「
書
抜
」
Ｃ
の
記
事
は
、「
書
抜
」
Ａ
よ
り
も
幅

広
く
、
萩
藩
・
徳
山
藩
間
の
江
戸
で
の
出
来
事
を
記
す
。
そ
の
記

事
の
元
の
記
事
は
、「
書
抜
」
Ａ
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
記
録
所
日

記
」
に
は
な
か
っ
た
。
一
方
、「
桜
田
日
記
」
を
確
認
す
る
と
、
記

載
の
記
事
が
漏
れ
な
く
採
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
ち
ら
は

「
桜
田
日
記
」
の
記
事
の
書
き
抜
き
と
位
置
付
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、「
書
抜
」
Ｂ
と
「
書
抜
」
Ｃ
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
お
く
。

【
表
３
】
に
示
し
た
と
お
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
比
較
す
る
上
で
分
か
り
や
す
い
の
で
、「
書
抜
」

Ｃ
の
天
明
五
年
一
月
か
ら
寛
政
三
年
三
月
ま
で
の
一
冊
と
、
同
じ

期
間
を
一
冊
と
す
る
「
書
抜
」
Ｂ
を
素
材
と
す
る
。

例
え
ば
、
天
明
六
年
四
月
二
日
の
「
書
抜
」
Ｃ
の
記
事
の
上
部

欄
外
に
、
朱
書
き
で
四
月
十
五
日
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
義
二
郎
着
袴
の
祝
儀
に
つ
い
て
徳
山
藩
か
ら
の
祝
い
に
対

す
る
萩
藩
か
ら
の
答
礼
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、「
書
抜
」

Ｂ
で
は
、
欄
外
な
ど
に
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
四
月
二
日
の
次
の

位
置
に
記
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
書
抜
」
Ｃ
の

写
し
が
「
書
抜
」
Ｂ
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、「
書
抜
」
Ｃ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
「
書
抜
」
Ｂ
に
写

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
冊
子
に
あ
る
天
明
七
年
正
月
十
日
の

記
事
を
挙
げ
る
。

〈
「
書
抜
」
Ｃ
〉

一
、
桜
田
御
近
火
ニ
付
、
御
見
舞
御
使
者
・
御
人
数
被
遣

候
事
、

〈
「
書
抜
」
Ｂ
〉

一
、
馬
場
先
御
門
外
出
火
ニ
付
、
桜
田
え
御
使
者
・
御
人

数
等
被
遣
候
事
、
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内
容
は
萩
藩
江
戸
上
屋
敷
の
近
隣
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
徳
山
藩
か
ら
見
舞
い
の
使
者
や
備
え
の
人
数
を
派
遣
し
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
じ
事
象
に
対
し
て
必
要
な
情
報
は
含
ま

れ
て
い
る
も
の
の
、「
書
抜
」
Ｂ
が
「
書
抜
」
Ｃ
を
そ
の
ま
ま
書
き

写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
理
由
は
も
と
よ
り
、
な
ぜ
「
書
抜
」

Ｂ
と
「
書
抜
」
Ｃ
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
文
政
二
年
九
月
か
ら
同
三
年
四
月
ま

で
を
一
冊
と
す
る
「
桜
田
日
記
抜
萃
」
（
以
下
、
「
抜
萃
」
と
略
記

す
る
。
）
が
あ
る
。
こ
れ
も
該
当
す
る
期
間
の
「
桜
田
日
記
」
の
抜

き
書
き
で
は
あ
る
が
、
全
て
の
記
事
が
「
桜
田
日
記
」
の
記
事
を

そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
よ
う
な
部
分
の
例
と

し
て
、「
抜
萃
」
冒
頭
の
文
政
二
年
九
月
二
十
三
日
の
記
事
は
、「
桜

田
日
記
」
で
は
、
萩
藩
の
堅
田
宇
右
衛
門
と
口
羽
備
後
か
ら
徳
山

藩
粟
屋
図
書
へ
宛
て
た
手
紙
の
文
面
が
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、「
抜
萃
」
に
は
、
そ
の
文
面
の
要
旨
や
そ
の
報
知

が
「
奉
札
」
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
載
る
に
と
ど
ま

る
。「
抜
萃
」
は
「
桜
田
日
記
」
の
記
事
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
た
形
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
「
抜
萃
」
に
つ
い
て
も
、
「
桜
田
日
記
」
の
記
事
の
選

択
基
準
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
現
存
で
は
こ
の
期
間
に
限
り

「
抜
萃
」
が
残
っ
て
い
て
、
他
の
期
間
の
「
抜
萃
」
ま
た
は
そ
れ

と
類
似
の
も
の
が
作
成
さ
れ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

④
そ
の
他

ま
ず
「
改
」
印
の
あ
る
①
タ
イ
プ
の
そ
の
後
に
つ
い
て
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
①
タ
イ
プ
は
幕
末
ま
で
作
成
さ
れ
て
は
い
な

い
。
②
タ
イ
プ
も
同
様
で
あ
る
。
①
タ
イ
プ
で
小
口
か
ら
「
改
」

印
が
捺
さ
れ
な
く
な
る
の
は
文
化
八
年
一
月
か
ら
三
月
の
冊
子

か
ら
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
時
に
は
本
文
中
に
は
「
改
」
印
が
捺
さ

れ
て
お
り
、
②
タ
イ
プ
の
作
成
も
窺
え
る
。
そ
の
後
、
小
口
の
「
改
」

印
は
捺
さ
れ
た
り
捺
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
の
、
文
化
十
一

年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
冊
子
に
は
つ
い
に
「
改
」
印
が
捺
さ

れ
な
く
な
り
（
た
だ
し
、
②
タ
イ
プ
は
作
成
さ
れ
て
い
る
）
、
続
く

文
化
十
二
年
一
月
か
ら
四
月
六
日
ま
で
の
冊
子
以
降
は
、
②
タ
イ

プ
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
①
と
②
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
ら

な
い
「
改
」
印
や
「
写
し
」
を
持
た
な
い
冊
子
が
こ
れ
以
降
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
末
日
ま
で
残
っ
て
い
る
。
文
化
十
二
年
以

降
、
②
タ
イ
プ
の
よ
う
な
「
写
し
」
が
作
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
理

由
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
、
藩
財
政
は
逼
迫
し
て
お
り
、
経
費
節

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

り
、
次
の
理
由
か
ら
、
江
戸
の
「
記
録
所
日
記
」
が
該
当
す
る
と

考
え
た
い
。

前
述
の
三
月
十
六
日
の
益
田
ほ
か
三
名
の
饗
応
に
つ
い
て
同

日
の
「
記
録
所
日
記
」
に
お
け
る
記
事
は
、
約
三
丁
に
わ
た
り
詳

細
に
饗
応
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
書
抜
」
Ａ
に
お
い
て
、
明

和
二
年
に
は
な
い
が
、
前
年
の
明
和
元
年
七
月
二
十
三
日
、
や
は

り
益
田
隼
人
ほ
か
二
名
の
饗
応
記
事
に
続
き
、
「
御
扱
之
趣
日
記

有
之
」
と
あ
る
。
同
日
の
「
記
録
所
日
記
」
を
見
る
と
、
や
は
り

彼
ら
へ
の
饗
応
の
様
子
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、

「
日
記
」
と
は
「
記
録
所
日
記
」
で
、「
書
抜
」
Ａ
は
「
記
録
所
日

記
」
か
ら
の
記
事
の
書
き
抜
き
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
「
書
抜
」
Ｂ
は
、
「
書
抜
」
Ｃ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
お

の
お
の
の
特
徴
を
よ
り
浮
き
彫
り
に
で
き
る
。

「
書
抜
」
Ｂ
と
「
書
抜
」
Ｃ
の
記
事
は
、「
書
抜
」
Ａ
よ
り
も
幅

広
く
、
萩
藩
・
徳
山
藩
間
の
江
戸
で
の
出
来
事
を
記
す
。
そ
の
記

事
の
元
の
記
事
は
、「
書
抜
」
Ａ
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
記
録
所
日

記
」
に
は
な
か
っ
た
。
一
方
、「
桜
田
日
記
」
を
確
認
す
る
と
、
記

載
の
記
事
が
漏
れ
な
く
採
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
ち
ら
は

「
桜
田
日
記
」
の
記
事
の
書
き
抜
き
と
位
置
付
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、「
書
抜
」
Ｂ
と
「
書
抜
」
Ｃ
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
お
く
。

【
表
３
】
に
示
し
た
と
お
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
比
較
す
る
上
で
分
か
り
や
す
い
の
で
、「
書
抜
」

Ｃ
の
天
明
五
年
一
月
か
ら
寛
政
三
年
三
月
ま
で
の
一
冊
と
、
同
じ

期
間
を
一
冊
と
す
る
「
書
抜
」
Ｂ
を
素
材
と
す
る
。

例
え
ば
、
天
明
六
年
四
月
二
日
の
「
書
抜
」
Ｃ
の
記
事
の
上
部

欄
外
に
、
朱
書
き
で
四
月
十
五
日
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
義
二
郎
着
袴
の
祝
儀
に
つ
い
て
徳
山
藩
か
ら
の
祝
い
に
対

す
る
萩
藩
か
ら
の
答
礼
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、「
書
抜
」

Ｂ
で
は
、
欄
外
な
ど
に
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
四
月
二
日
の
次
の

位
置
に
記
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
書
抜
」
Ｃ
の

写
し
が
「
書
抜
」
Ｂ
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、「
書
抜
」
Ｃ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
「
書
抜
」
Ｂ
に
写

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
冊
子
に
あ
る
天
明
七
年
正
月
十
日
の

記
事
を
挙
げ
る
。

〈
「
書
抜
」
Ｃ
〉

一
、
桜
田
御
近
火
ニ
付
、
御
見
舞
御
使
者
・
御
人
数
被
遣

候
事
、

〈
「
書
抜
」
Ｂ
〉

一
、
馬
場
先
御
門
外
出
火
ニ
付
、
桜
田
え
御
使
者
・
御
人

数
等
被
遣
候
事
、
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減
も
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
原
因
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
て
お
く
。

こ
の
ほ
か
に
、
①
タ
イ
プ
が
作
成
さ
れ
る
以
前
の
も
の
が
十
三

冊
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
四
月
か
ら
十
二

月
ま
で
と
寛
保
元
年
四
月
か
ら
同
二
年
二
月
ま
で
の
二
期
に
つ

い
て
は
二
冊
ず
つ
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
元
文
期
に

は
「
写
し
」
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て

元
文
四
年
四
月
三
日
か
ら
十
二
月
ま
で
と
寛
保
元
年
四
月
か
ら

同
二
年
五
月
ま
で
の
冊
子
が
存
在
す
る
。
後
者
の
中
表
紙
は
元
文

四
年
四
月
三
日
か
ら
十
二
月
ま
で
と
、
元
文
五
年
一
月
か
ら
五
月

ま
で
と
が
あ
る
の
で
、
後
者
は
前
者
の
写
し
の
一
部
で
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
、
し
か
も
原
本
と
全
く
同
じ
期
間
を
一
冊
と
し
て
い

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
頃
に
は
②
タ
イ
プ
の
よ
う
に
、
原
本

と
な
る
冊
子
と
は
異
な
る
期
間
で
一
冊
を
構
成
す
る
よ
う
に
な

り
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
現
存
す
る
「
桜
田
日
記
」
の
全
体
の
構
成
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
江
戸
の
記
録
所
で
作
成
さ
れ
た
「
桜
田
日
記
」
に
つ

い
て
分
析
を
行
っ
た
。
「
桜
田
日
記
」
は
、
「
記
録
所
日
記
」
に
は

詳
細
に
記
録
さ
れ
な
い
、
本
藩
・
萩
藩
江
戸
屋
敷
と
の
関
わ
り
を

記
録
し
た
も
の
だ
っ
た
。

な
お
、
本
文
で
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

「
桜
田
日
記
」
が
詳
細
な
内
容
を
他
の
記
録
に
譲
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
先
述
の
「
記
録
所
日
記
」
の
ほ
か
、「
御
居
間
日

記
」
が
あ
る
。「
記
録
所
日
記
」
が
詳
細
な
内
容
・
情
報
を
「
桜
田

日
記
」
の
記
述
に
譲
る
こ
と
が
あ
っ
た
点
は
拙
稿
で
紹
介
済
み
だ

が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
「
桜
田
日
記
」
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
こ
う
し
た
記
録
間
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

そ
の
役
所
の
活
動
と
記
録
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
一
助
と
な
る

だ
ろ
う
。

詳
細
が
不
明
で
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
多

い
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
で
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。
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減
も
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
原
因
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
て
お
く
。

こ
の
ほ
か
に
、
①
タ
イ
プ
が
作
成
さ
れ
る
以
前
の
も
の
が
十
三

冊
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
四
月
か
ら
十
二

月
ま
で
と
寛
保
元
年
四
月
か
ら
同
二
年
二
月
ま
で
の
二
期
に
つ

い
て
は
二
冊
ず
つ
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
元
文
期
に

は
「
写
し
」
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て

元
文
四
年
四
月
三
日
か
ら
十
二
月
ま
で
と
寛
保
元
年
四
月
か
ら

同
二
年
五
月
ま
で
の
冊
子
が
存
在
す
る
。
後
者
の
中
表
紙
は
元
文

四
年
四
月
三
日
か
ら
十
二
月
ま
で
と
、
元
文
五
年
一
月
か
ら
五
月

ま
で
と
が
あ
る
の
で
、
後
者
は
前
者
の
写
し
の
一
部
で
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
、
し
か
も
原
本
と
全
く
同
じ
期
間
を
一
冊
と
し
て
い

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
頃
に
は
②
タ
イ
プ
の
よ
う
に
、
原
本

と
な
る
冊
子
と
は
異
な
る
期
間
で
一
冊
を
構
成
す
る
よ
う
に
な

り
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
現
存
す
る
「
桜
田
日
記
」
の
全
体
の
構
成
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
江
戸
の
記
録
所
で
作
成
さ
れ
た
「
桜
田
日
記
」
に
つ

い
て
分
析
を
行
っ
た
。
「
桜
田
日
記
」
は
、
「
記
録
所
日
記
」
に
は

詳
細
に
記
録
さ
れ
な
い
、
本
藩
・
萩
藩
江
戸
屋
敷
と
の
関
わ
り
を

記
録
し
た
も
の
だ
っ
た
。

な
お
、
本
文
で
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

「
桜
田
日
記
」
が
詳
細
な
内
容
を
他
の
記
録
に
譲
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
先
述
の
「
記
録
所
日
記
」
の
ほ
か
、「
御
居
間
日

記
」
が
あ
る
。「
記
録
所
日
記
」
が
詳
細
な
内
容
・
情
報
を
「
桜
田

日
記
」
の
記
述
に
譲
る
こ
と
が
あ
っ
た
点
は
拙
稿
で
紹
介
済
み
だ

が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
「
桜
田
日
記
」
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
こ
う
し
た
記
録
間
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

そ
の
役
所
の
活
動
と
記
録
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
一
助
と
な
る

だ
ろ
う
。

詳
細
が
不
明
で
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
多

い
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
で
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
桜
田
日
記
」
覚
書
　（
吉
田
）

三
九



前
掲
註
９
。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

、

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

、

。

「
桜
田
日
記
」

。

前
掲
註

。

前
掲
註

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

本
文
で
述
べ
た
「
桜
田
日
記
書
抜
」
の
管
理
状
況
と
ど
の
よ
う
に
関

係
す
る
か
今
は
不
明
だ
が
、
当
該
記
録
に
つ
い
て
は
、
徳
山
毛
利
家

文
庫
「
目
録
」
１
「
記
録
処
御
有
物
牒
下
書
」
に
記
述
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、「
桜
田
日
記
書
抜
」
は
手
元
に
あ
る
六
冊
に
加
え
、「
艸

案
今
一
冊
江
戸
ニ
移
り
居
候
」
と
あ
る
の
で
、
目
録
作
成
時
に
は
都

合
七
冊
の
「
桜
田
日
記
書
抜
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
目
録
の
作
成
時
期
だ
が
、
文
政
期
の
記
録
が
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
頃
と
今
は
し
て
お
く
。
先
述
し
た
「
手
元
」

に
つ
い
て
だ
が
、
引
用
部
分
と
、
そ
の
続
き
「
渡
部
源
左
衛
門
出
府

之
節
清
書
い
た
し
、
艸
案
御
在
処
え
差
下
」
か
ら
、「
桜
田
日
記
書
抜
」

の
草
案
は
国
元
・
徳
山
と
判
ず
る
こ
と
が
で
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
江

戸
で
清
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
記
録

処
御
有
物
牒
下
書
」
は
徳
山
の
記
録
所
の
目
録
と
考
え
て
も
よ
さ
そ

う
で
あ
る
が
、
今
少
し
検
討
の
余
地
は
残
し
て
お
き
た
い
。

「
桜
田
日
記
」
１
。

「
桜
田
日
記
」
２
か
ら
５
お
よ
び

。

「
桜
田
日
記
」

。

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
記
録
所
日
記
」

、
明
和
二
年
三
月
十
六
日
条
。

「
記
録
所
日
記
」

、
明
和
元
年
七
月
二
十
三
日
条
。

「
桜
田
日
記
」
６
か
ら

お
よ
び

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

前
掲
註

。

前
掲
註

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

、

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

。

現
時
点
に
お
い
て
、「
桜
田
日
記
」

と

の
ど
ち
ら
が
写
し
で
あ

る
か
は
判
然
と
し
な
い
た
め
、
該
当
の
二
点
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、

【
表
２
】
で
は
、
仮
に

を
挙
げ
て
お
く
。

「
桜
田
日
記
」

、

。

「
桜
田
日
記
」

、

。

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
桜
田
日
記
」
覚
書
　（
吉
田
）
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〇



「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

例
え
ば
「
桜
田
日
記
」

の
寛
政
五
年
八
月
十
日
条
に
は
、
「
委
細

御
扱
向
御
居
間
日
記
有
之
候
事
」
と
あ
る
。

番号 原初表紙 小口書 記号 タイプ

（欠）
桜田御家来御扱書抜
享保四亥十月ヨリ明和二戌十二月マテ

赤〇 書抜Ａ

桜田日記書抜　享保四亥年九月ヨリ元文五申年五月迄
桜田御勤書抜
享保四亥九月ヨリ元文五申五月マテ

赤〇に「一」 書抜Ｂ

（欠）
桜田御勤書抜
寛保元酉四月ヨリ宝暦三酉二月マテ

赤〇に「二」 書抜Ｂ

（欠）
桜田御勤書抜
宝暦三酉三月ヨリ同十一巳六月マテ

赤〇に「三」 書抜Ｂ

明和六丑三月廿五日ヨリ安永四未二月十五日迄　桜田日記
書抜

桜田御勤書抜
明和六丑三月ヨリ安永四未二月十六日迄

赤〇に「五」 書抜Ｂ

明和六丑三月ヨリ同七寅・同八卯・同九辰・安永二巳閏三
月マテ　桜田日記書抜

桜田日記書抜
明和六丑三月ヨリ安永二巳閏三月マテ

書抜Ｃ

安永二巳四月ヨリ同三午・同四未・同五申六月マテ　桜田
日記書抜

桜田日記書抜
安永二巳四月ヨリ同五申六月マテ

書抜Ｃ

安永五申七月ヨリ同六酉・同七戌・同八亥・同九子四月マ
テ

桜田日記書抜
安永五申七月ヨリ同八酉・同九子四月マテ

書抜Ｃ

安永九子四月ヨリ天明元丑・同二寅・同三卯・同四辰十二
月マテ　桜田日記書抜

桜田日記書抜
安永九子四月ヨリ天明四辰十二月マテ

書抜Ｃ

天明五巳正月ヨリ同六午・同七未・同八申・同九酉・寛政
二戌・寛政三亥三月マテ　桜田日記書抜

桜田日記書抜
天明五巳正月ヨリ寛政三亥三月マテ

書抜Ｃ

天明五巳年正月ヨリ寛政三亥年三月マテ　桜田日記書抜
桜田日記書抜
天明五巳正月ヨリ寛政三亥三月マテ

赤〇に「八」 書抜Ｂ

寛政三亥四月ヨリ同四子・同五丑・同六寅・同七卯・同八
辰十二月マテ　桜田日記書抜

桜田日記書抜
寛政三亥四月ヨリ同八辰十二月マテ

書抜Ｃ

【表３】「書抜」の記載を持つ冊子一覧

前
掲
註
９
。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

、

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

、

。

「
桜
田
日
記
」

。

前
掲
註

。

前
掲
註

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

本
文
で
述
べ
た
「
桜
田
日
記
書
抜
」
の
管
理
状
況
と
ど
の
よ
う
に
関

係
す
る
か
今
は
不
明
だ
が
、
当
該
記
録
に
つ
い
て
は
、
徳
山
毛
利
家

文
庫
「
目
録
」
１
「
記
録
処
御
有
物
牒
下
書
」
に
記
述
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、「
桜
田
日
記
書
抜
」
は
手
元
に
あ
る
六
冊
に
加
え
、「
艸

案
今
一
冊
江
戸
ニ
移
り
居
候
」
と
あ
る
の
で
、
目
録
作
成
時
に
は
都

合
七
冊
の
「
桜
田
日
記
書
抜
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
目
録
の
作
成
時
期
だ
が
、
文
政
期
の
記
録
が
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
頃
と
今
は
し
て
お
く
。
先
述
し
た
「
手
元
」

に
つ
い
て
だ
が
、
引
用
部
分
と
、
そ
の
続
き
「
渡
部
源
左
衛
門
出
府

之
節
清
書
い
た
し
、
艸
案
御
在
処
え
差
下
」
か
ら
、「
桜
田
日
記
書
抜
」

の
草
案
は
国
元
・
徳
山
と
判
ず
る
こ
と
が
で
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
江

戸
で
清
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
記
録

処
御
有
物
牒
下
書
」
は
徳
山
の
記
録
所
の
目
録
と
考
え
て
も
よ
さ
そ

う
で
あ
る
が
、
今
少
し
検
討
の
余
地
は
残
し
て
お
き
た
い
。

「
桜
田
日
記
」
１
。

「
桜
田
日
記
」
２
か
ら
５
お
よ
び

。

「
桜
田
日
記
」

。

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
記
録
所
日
記
」

、
明
和
二
年
三
月
十
六
日
条
。

「
記
録
所
日
記
」

、
明
和
元
年
七
月
二
十
三
日
条
。

「
桜
田
日
記
」
６
か
ら

お
よ
び

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

。

前
掲
註

。

前
掲
註

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

、

。

「
桜
田
日
記
」

。

「
桜
田
日
記
」

、

。

現
時
点
に
お
い
て
、「
桜
田
日
記
」

と

の
ど
ち
ら
が
写
し
で
あ

る
か
は
判
然
と
し
な
い
た
め
、
該
当
の
二
点
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、

【
表
２
】
で
は
、
仮
に

を
挙
げ
て
お
く
。

「
桜
田
日
記
」

、

。

「
桜
田
日
記
」

、

。

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
桜
田
日
記
」
覚
書
　（
吉
田
）
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番号 原初表紙 記号 目録Ａ 目録Ｂ

宝暦11年７月～12年４月 廿八／朱書きで「一」 ○ ○

宝暦12年４月～13年４月 ／朱書きで「二」 ○ ○

宝暦13年４月３日～14年３月 朱書きで「三」 ○ ○

宝暦14年４月～12月 朱書きで「四」／ ○ ○

明和２年正月～12月 赤〇に「改」 ○ ○

明和３年正月～４年３月 朱書きで「六」 ○ ○

明和４年４月～12月 朱書きで「七」 ○ ○

明和５年正月～４月 朱書きで「八」 ○ ○

明和５年４月～６年３月 朱書きで「九」 ○ ○

明和６年３月～12月 朱書きで「十」 ○ ○

明和７年正月～８年３月 朱書きで「十一」 ○ ○

明和８年３月～12月 朱書きで「十二」 ○ ○

安永元年正月～２年閏３月 朱書きで「十（三ヵ）」 ○ ○

安永２年４月～12月 朱書きで「十四」 ○ ○

安永３年正月～５月 朱書きで「十五」 ○ ○

安永３年６月～12月 朱書きで「十六」 ○ ○

安永４年正月～６月 朱書きで「十七」 ○ ○

安永４年７月～閏12月 朱書きで「十八」 ○ ○

安永五年正月～４月 朱書きで「十九」 ○ ○

安永５年５月～７月 朱書きで「二十」 ○ ○

安永５年８月～12月 朱書きで「二十一」 ○ ○

安永６年正月～６月 朱書きで「二十二」 ○ ○

安永６年７月～７年５月18日 朱書きで「二十三」 ○ ○

（安永７年５月19日～８年３月27日） 朱書きで「二十四」 ○ ○

安永８年３月27日～12月 朱書きで「二十五」 ○ ○

安永９年正月～４月26日 朱書きで「二十六」 ○ ○

安永９年４月27日～10年３月 朱書きで「二十七」 ○ ○

天明元年３月23日～12月 朱書きで「二十八」 ○ ○

天明２年正月～８月朔日 朱書きで「二十九」 ○ ○

天明２年８月朔日～３年７月 朱書きで「三十」 ○ ○

天明３年８月～４年２月12日 朱書きで「三十一」 ○ ○

（天明４年２月13日～５月） 朱書きで「三十二」 ○ ○

天明４年６月～12月 朱書きで「三十三 ○ ○

天明５年正月～５月 朱書きで「三十四」 ○ ○

天明５年６月～12月 朱書きで「三十五」 ○ ○

天明６年正月～４月27日 朱書きで「三十六」 ○ ○

天明６年４月～７年３月 朱書きで「三十七」 ○ ○

天明７年４月～９月 朱書きで「三十八」 ○ ○

天明７年９月23日～８年５月２日 朱書きで「三十九」 ○ ○

天明８年５月３日～９年３月26日 ○ ○

寛政元年３月～８月 ○

寛政元己酉年９月～12月 ○

寛政２年正月～５月３日 ○

寛政２年５月４日～３年３月24日 ○

（寛政３年３月25日～７月） ○

【表２】「改」印のある文書の採録状況

※「役職」欄は、「桜田日記」記載分のほか、『萩藩職役人名辞典』（石川敦彦編、

平成 年再版）から作成した。

【表１】寛政５年萩藩士「出仕」者一覧

日にち 来訪者 役職等 理由
楢崎丹下 公儀人 年始祝儀
福島臻 御目付 年始祝儀
出羽次郎左衛門 歩行頭兼記録所出頭 年始祝儀
堅田縫殿 当役 年始祝儀
毛利内匠 江戸加判役 年始祝儀
粟屋栄蔵 御奥番頭 年始祝儀
市川俊蔵 奥番頭兼御裏老 年始祝儀
正木万 直目付兼奥番頭 年始祝儀
久芳栄 斉房公御小納戸役兼御奥番頭格 年始祝儀

１月９日 乃美五郎吉 御目付 年始祝儀
１月11日 浅野伝 奥番頭 年始祝儀
１月13日 石津環 奥番頭 年始祝儀
１月28日 厚母半右衛門 邦媛院様御取次 年始祝儀

益田清之助 御手廻頭 出府機嫌伺い
国司市正 御手廻頭 帰国前機嫌伺い
粟屋恵 御奥番頭 帰国前機嫌伺い
粟屋栄蔵 御奥番頭 帰国前機嫌伺い

４月６日 末国八郎左衛門 御目付 出府機嫌伺い
４月16日 乃美五郎吉 御目付 帰国前機嫌伺い
４月21日 福島臻 御目付 帰国前機嫌伺い
５月14日 口羽小源太 御用人 出府機嫌伺い

山県葴 御奥番頭格兼邦媛院様御裏老 出府機嫌伺い
宍道四郎兵衛 記録所出頭 帰国前機嫌伺い
羽仁寛 使番 拝領物お礼
児玉準 御目付 出府機嫌伺い

６月６日 乃美右内 御目付 出府機嫌伺い
６月18日 山県与一兵衛 御奥番頭格兼邦媛院様御裏老 出府機嫌伺い
６月21日 児玉準 御目付 暑中機嫌伺い

出羽次郎左衛門 歩行頭兼記録所出頭 暑中機嫌伺い
市川七右衛門 公儀人 暑中機嫌伺い

６月23日 吉田八右衛門 記録所出頭 暑中機嫌伺い兼帰国前機嫌伺い
６月24日 堅田縫殿 当役 暑中機嫌伺い
６月25日 毛利内匠 江戸加判役 暑中機嫌伺い
６月28日 楢崎丹下 公儀人 暑中機嫌伺い
７月16日 毛利内匠 江戸加判役 下賜物返礼
７月27日 毛利内匠 江戸加判役 面会要望に応じ出仕
８月２日 末国八郎左衛門 御目付 秋暑機嫌伺い
８月３日 毛利内匠 江戸加判役 帰国暇乞い

口羽小源太 御用人 時候機嫌伺い
山田恰 奥番頭 時候機嫌伺い
益田清之助 御手廻頭 時候機嫌伺い
久芳栄 斉房公御小納戸役兼御奥番頭格 時候機嫌伺い

８月10日 堅田縫殿 当役 暇乞い
９月10日 乃美右内 御目付 下賜物拝領返礼
９月14日 堅田縫殿 当役 下賜物拝領返礼
９月28日 久芳栄 斉房公御小納戸役兼御奥番頭格 帰国前機嫌伺い
10月24日 宍戸美濃 江戸加判役 返礼
12月６日 市川七右衛門 公儀人 寒気機嫌伺い

末国八郎左衛門 御目付 寒中機嫌伺い
堅田縫殿 当役 寒中機嫌伺い
毛利内匠 江戸加判役 寒中機嫌伺い兼出府機嫌伺い

12月15日 宍戸美濃 江戸加判役 寒気機嫌伺い
児玉準 御目付 寒中機嫌伺い
山県与一兵衛 御奥番頭格兼邦媛院様御裏老 寒中機嫌伺い

12月22日 楢崎丹下 公儀人 寒中機嫌伺い
12月24日 乃美右内 御目付 寒中機嫌伺い

毛利内匠 江戸加判役 歳暮祝儀兼下賜物拝領返礼
堅田縫殿 当役 歳暮祝儀兼下賜物拝領返礼

12月14日

12月18日

12月26日

８月６日

１月６日

１月８日

４月１日

４月２日

５月21日

５月22日

６月22日

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
桜
田
日
記
」
覚
書
　（
吉
田
）

四
二



番号 原初表紙 記号 目録Ａ 目録Ｂ

宝暦11年７月～12年４月 廿八／朱書きで「一」 ○ ○

宝暦12年４月～13年４月 ／朱書きで「二」 ○ ○

宝暦13年４月３日～14年３月 朱書きで「三」 ○ ○

宝暦14年４月～12月 朱書きで「四」／ ○ ○

明和２年正月～12月 赤〇に「改」 ○ ○

明和３年正月～４年３月 朱書きで「六」 ○ ○

明和４年４月～12月 朱書きで「七」 ○ ○

明和５年正月～４月 朱書きで「八」 ○ ○

明和５年４月～６年３月 朱書きで「九」 ○ ○

明和６年３月～12月 朱書きで「十」 ○ ○

明和７年正月～８年３月 朱書きで「十一」 ○ ○

明和８年３月～12月 朱書きで「十二」 ○ ○

安永元年正月～２年閏３月 朱書きで「十（三ヵ）」 ○ ○

安永２年４月～12月 朱書きで「十四」 ○ ○

安永３年正月～５月 朱書きで「十五」 ○ ○

安永３年６月～12月 朱書きで「十六」 ○ ○

安永４年正月～６月 朱書きで「十七」 ○ ○

安永４年７月～閏12月 朱書きで「十八」 ○ ○

安永五年正月～４月 朱書きで「十九」 ○ ○

安永５年５月～７月 朱書きで「二十」 ○ ○

安永５年８月～12月 朱書きで「二十一」 ○ ○

安永６年正月～６月 朱書きで「二十二」 ○ ○

安永６年７月～７年５月18日 朱書きで「二十三」 ○ ○

（安永７年５月19日～８年３月27日） 朱書きで「二十四」 ○ ○

安永８年３月27日～12月 朱書きで「二十五」 ○ ○

安永９年正月～４月26日 朱書きで「二十六」 ○ ○

安永９年４月27日～10年３月 朱書きで「二十七」 ○ ○

天明元年３月23日～12月 朱書きで「二十八」 ○ ○

天明２年正月～８月朔日 朱書きで「二十九」 ○ ○

天明２年８月朔日～３年７月 朱書きで「三十」 ○ ○

天明３年８月～４年２月12日 朱書きで「三十一」 ○ ○

（天明４年２月13日～５月） 朱書きで「三十二」 ○ ○

天明４年６月～12月 朱書きで「三十三 ○ ○

天明５年正月～５月 朱書きで「三十四」 ○ ○

天明５年６月～12月 朱書きで「三十五」 ○ ○

天明６年正月～４月27日 朱書きで「三十六」 ○ ○

天明６年４月～７年３月 朱書きで「三十七」 ○ ○

天明７年４月～９月 朱書きで「三十八」 ○ ○

天明７年９月23日～８年５月２日 朱書きで「三十九」 ○ ○

天明８年５月３日～９年３月26日 ○ ○

寛政元年３月～８月 ○

寛政元己酉年９月～12月 ○

寛政２年正月～５月３日 ○

寛政２年５月４日～３年３月24日 ○

（寛政３年３月25日～７月） ○

【表２】「改」印のある文書の採録状況

※「役職」欄は、「桜田日記」記載分のほか、『萩藩職役人名辞典』（石川敦彦編、

平成 年再版）から作成した。

【表１】寛政５年萩藩士「出仕」者一覧

日にち 来訪者 役職等 理由
楢崎丹下 公儀人 年始祝儀
福島臻 御目付 年始祝儀
出羽次郎左衛門 歩行頭兼記録所出頭 年始祝儀
堅田縫殿 当役 年始祝儀
毛利内匠 江戸加判役 年始祝儀
粟屋栄蔵 御奥番頭 年始祝儀
市川俊蔵 奥番頭兼御裏老 年始祝儀
正木万 直目付兼奥番頭 年始祝儀
久芳栄 斉房公御小納戸役兼御奥番頭格 年始祝儀

１月９日 乃美五郎吉 御目付 年始祝儀
１月11日 浅野伝 奥番頭 年始祝儀
１月13日 石津環 奥番頭 年始祝儀
１月28日 厚母半右衛門 邦媛院様御取次 年始祝儀

益田清之助 御手廻頭 出府機嫌伺い
国司市正 御手廻頭 帰国前機嫌伺い
粟屋恵 御奥番頭 帰国前機嫌伺い
粟屋栄蔵 御奥番頭 帰国前機嫌伺い

４月６日 末国八郎左衛門 御目付 出府機嫌伺い
４月16日 乃美五郎吉 御目付 帰国前機嫌伺い
４月21日 福島臻 御目付 帰国前機嫌伺い
５月14日 口羽小源太 御用人 出府機嫌伺い

山県葴 御奥番頭格兼邦媛院様御裏老 出府機嫌伺い
宍道四郎兵衛 記録所出頭 帰国前機嫌伺い
羽仁寛 使番 拝領物お礼
児玉準 御目付 出府機嫌伺い

６月６日 乃美右内 御目付 出府機嫌伺い
６月18日 山県与一兵衛 御奥番頭格兼邦媛院様御裏老 出府機嫌伺い
６月21日 児玉準 御目付 暑中機嫌伺い

出羽次郎左衛門 歩行頭兼記録所出頭 暑中機嫌伺い
市川七右衛門 公儀人 暑中機嫌伺い

６月23日 吉田八右衛門 記録所出頭 暑中機嫌伺い兼帰国前機嫌伺い
６月24日 堅田縫殿 当役 暑中機嫌伺い
６月25日 毛利内匠 江戸加判役 暑中機嫌伺い
６月28日 楢崎丹下 公儀人 暑中機嫌伺い
７月16日 毛利内匠 江戸加判役 下賜物返礼
７月27日 毛利内匠 江戸加判役 面会要望に応じ出仕
８月２日 末国八郎左衛門 御目付 秋暑機嫌伺い
８月３日 毛利内匠 江戸加判役 帰国暇乞い

口羽小源太 御用人 時候機嫌伺い
山田恰 奥番頭 時候機嫌伺い
益田清之助 御手廻頭 時候機嫌伺い
久芳栄 斉房公御小納戸役兼御奥番頭格 時候機嫌伺い

８月10日 堅田縫殿 当役 暇乞い
９月10日 乃美右内 御目付 下賜物拝領返礼
９月14日 堅田縫殿 当役 下賜物拝領返礼
９月28日 久芳栄 斉房公御小納戸役兼御奥番頭格 帰国前機嫌伺い
10月24日 宍戸美濃 江戸加判役 返礼
12月６日 市川七右衛門 公儀人 寒気機嫌伺い

末国八郎左衛門 御目付 寒中機嫌伺い
堅田縫殿 当役 寒中機嫌伺い
毛利内匠 江戸加判役 寒中機嫌伺い兼出府機嫌伺い

12月15日 宍戸美濃 江戸加判役 寒気機嫌伺い
児玉準 御目付 寒中機嫌伺い
山県与一兵衛 御奥番頭格兼邦媛院様御裏老 寒中機嫌伺い

12月22日 楢崎丹下 公儀人 寒中機嫌伺い
12月24日 乃美右内 御目付 寒中機嫌伺い

毛利内匠 江戸加判役 歳暮祝儀兼下賜物拝領返礼
堅田縫殿 当役 歳暮祝儀兼下賜物拝領返礼

12月14日

12月18日

12月26日

８月６日

１月６日

１月８日

４月１日

４月２日

５月21日

５月22日

６月22日

徳
山
毛
利
家
文
庫
「
桜
田
日
記
」
覚
書
　（
吉
田
）
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は
じ
め
に 

 

 
 

か
つ
て
馬
は
牛
と
並
ん
で
農
耕
や
物
資
輸
送
等
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
た
。
高
度
成
長
期
を
経
て
、
機
械
化
の
進
展
に
伴
っ
て
次
第
に
姿
を
消

し
、
今
日
、
身
近
な
場
所
で
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
。 

萩
藩
領
の
村
や
町
に
は
牛
馬
が
た
く
さ
ん
い
た
。
安
永
八
年
（
一
七
七

九
）
か
ら
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
戸
籍
帳
に
は
、
各
戸
ご
と
に
戸
主

や
家
族
の
性
別
・
生
年
月
日
、
奉
公
稼
ぎ
・
養
子
縁
組
・
婚
姻
等
々
に
よ

る
他
出
な
ど
の
異
動
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
各
戸
が
所
有
す
る
田
畠
（
文
政

八
年
（
一
八
二
五
）
以
降
）
・
牛
馬
・
廻
船
・
漁
船
も
記
さ
れ
た
。
宰
判
ご

と
に
惣
括
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
総
数
が
わ
か
る
。
牛
馬
に
つ
い
て
は
、

文
政
以
降
、
概
ね
牛
は
四
万
四
千
頭
前
後
、
馬
は
一
万
七
千
頭
前
後
で
推

移
し
て
い
る
（
１
）
。 

こ
の
ほ
か
に
、
萩
藩
お
よ
び
家
臣
の
持
馬
が
い
た
。
一
定
の
禄
高
を
持

つ
家
臣
は
、
軍
役
と
し
て
馬
を
所
有
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
馬
持
通
と
呼

ば
れ
、
藩
政
初
期
の
規
定
で
は
、
二
〇
〇
石
取
の
家
臣
は
最
低
馬
一
疋
を

所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
２
）
。
馬
一
疋
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

飼
料
を
は
じ
め
日
々
の
世
話
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
鞍
や
銜
な
ど
の
馬
装

具
も
必
要
で
、
そ
の
経
費
は
家
臣
に
と
っ
て
か
な
り
の
負
担
と
な
っ
た
。

ま
た
寿
命
が
く
れ
ば
、
新
た
に
馬
を
入
手
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
も

経
済
的
負
担
と
な
っ
た
。 

萩
藩
は
財
政
の
悪
化
に
よ
り
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
仕
組
を
実
施

し
、
二
歩
減
と
い
っ
て
家
臣
の
知
行
二
割
を
上
知
し
た
（
３
）
。
分
限
帳
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
二
〇
〇
石
は
一
六
〇
石
と
記
さ
れ
た
。
一
疋
の
馬
を
所

有
す
る
こ
と
を
課
せ
ら
れ
た
家
臣
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
条
件
と

な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
萩
藩
の
上
層
部
は
、
飼
料
を
補
助
す
る
代
わ
り

に
一
六
〇
石
の
家
臣
に
馬
を
所
有
す
る
こ
と
を
求
め
た
（
４
）
。 

こ
の
最
低
基
準
の
知
行
に
達
し
て
い
な
い
家
臣
の
な
か
に
は
、
馬
の
喰

（
は
み
、
飼
料
）
の
支
給
が
あ
れ
ば
馬
を
持
ち
た
い
と
希
望
す
る
も
の
が

萩
藩
領
の
馬
産
を
め
ぐ
っ
て 

河
本 

福
美 

  

2 
 

い
た
。「
弓
馬
の
道
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
武
士
と
し
て
本
来

あ
る
べ
き
姿
を
希
求
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
５
）
。 

と
こ
ろ
で
、
当
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
馬
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

萩
藩
は
南
部
藩
・
津
軽
藩
ほ
か
東
北
の
諸
藩
や
薩
摩
藩
な
ど
と
違
っ
て
馬

産
は
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
領
内
で
馬
産
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
他
領
か
ら
購
入
す
る
ほ
か
は
な
い
。
例
え
ば
、
明
暦
年
間
に
馬
の
購

入
の
た
め
、
九
州
へ
馬
喰
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
た
馬
買
検
使
が
提
出
し
た

起
請
文
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
６
）
。
地
名
の
記
載
が
な
い
の
で
詳
細
は
不
明

だ
が
、
地
理
的
に
近
い
九
州
で
馬
を
補
充
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。 

ま
た
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
行
わ
れ
た
羽
賀
台
大
操
練
で
の
動

員
は
総
計
一
万
三
千
九
六
三
人
・
馬
五
三
四
疋
で
、
馬
に
つ
い
て
は
、
乗

馬
三
一
二
疋
・
小
荷
駄
馬
二
二
二
疋
で
あ
っ
た
（
７
）
。
こ
の
と
き
、
馬
の

購
入
の
た
め
九
州
へ
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
。 

此
度
操
練
被
仰
付
候
付
而
者
、
武
役
之
面
々
近
年
所
帯
辺
難
渋
ニ
付
、 

馬
不
足
之
様
ニ
相
見
候
、
依
之
御
世
話
を
以
九
州
辺
ニ
お
ゐ
て
凡
拾 

両
位
之
乗
馬
五
拾
疋
程
御
買
入
被
仰
付
、
追
々
持
馬
手
放
、
此
節
持 

合
不
仕
面
々
江
御
心
入
を
以
御
売
渡
被
仰
付
候
事 

 
 
 

但
向
後
之
処
も
一
旦
御
世
話
を
以
御
買
入
被
仰
付
候
事
ニ
付
、 

 
 
 

馬
持
続
候
様
被
仰
付
候
事 

右
の
書
付
に
よ
る
と
、
大
組
の
う
ち
難
渋
に
よ
っ
て
馬
が
持
て
な
い
者

の
た
め
に
、
藩
が
資
金
を
出
し
て
九
州
で
乗
馬
五
〇
疋
を
購
入
し
、
そ
れ

を
難
渋
の
家
臣
へ
売
り
渡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
８
）
。 

以
下
、
萩
藩
が
行
っ
た
馬
産
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。
萩
藩
の
当
該
分
野
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
小
稿
が
今

後
の
研
究
の
契
機
に
な
れ
ば
と
思
う
。 

 

一 

『
日
本
馬
政
史
』
の
「
萩
藩
の
牧
場
設
置
」
に
つ
い
て 

 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
刊
行
の
『
日
本
馬
政
史 

第
三
巻
』（
９
）

を
見

る
と
、
幕
藩
政
下
の
馬
事
行
政
に
つ
い
て
、
幕
府
お
よ
び
仙
台
藩
・
南
部

藩
・
津
軽
藩
・
薩
摩
藩
・
松
江
藩
・
島
原
藩
の
馬
政
機
関
に
つ
い
て
触
れ

た
の
ち
、
幕
府
・
南
部
藩
・
津
軽
藩
・
水
戸
藩
・
薩
摩
藩
の
牧
場
に
関
す

る
記
述
に
続
け
て
、「
附
記
」
と
し
て
次
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

目
次
に
は
「
萩
藩
の
牧
場
設
置
」
と
あ
る
。 

山
口
県
長
門
国
美
祢
郡
赤
村
居
住
士
族
中
村
内
蔵
之
丞
ハ
平
素
産

馬
業
ニ
焦
慮
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
村
産
馬
ノ
基
礎
ヲ
ナ
セ
リ
、
其

始
寛
政
十
一
年
六
月
牧
場
ノ
業
ヲ
起
サ
ン
ト
欲
シ
、
藩
主
治
親
公
へ

胤
馬
数
頭
ノ
貸
下
ヲ
請
フ
テ
、
同
志
十
五
名
ト
協
議
シ
創
メ
テ
牧
ヲ

試
ム
、
文
化
三
年
時
ノ
藩
主
斉
元
公
へ
試
牧
以
来
ノ
実
況
ヲ
具
申
セ

シ
ニ
、
其
奇
特
ト
生
育
上
ノ
尽
力
ヲ
賞
セ
ラ
ル
、
同
五
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番号 原初表紙 記号 目録Ａ 目録Ｂ

寛政３年８月～12月 ○

寛政４年正月～５月 ○

寛政４年６月～12月 ○

寛政５年正月～８月 ○

寛政５年９月～６年５月９日 ○

寛政６年５月10日～閏11月朔日 ○

寛政６年11月～７月 ○

寛政７年８月～12月 ○

寛政８月正月～４月 ○

寛政８年５月～12月 ○

寛政９年正月～４月 ○

寛政９年５月～９月23日 ○

寛政10年４月～５月16日 ○

寛政10年５月17日～10月29日 ○

寛政10年11月～11年４月19日 ○

寛政11年４月19日～８月 ○

寛政11年９月～12月 ○

寛政12年正月～４ ○

寛政12年閏４月～８月 ○

寛政12年９月～享和元年４月４日 ○

享和元年４月５日～11月 ○

享和元年12月～２年４月19日 ○

享和２年４月23日～３年３月25日 ○

享和３年３月26日～７月

享和３年８月３日～４年正月18日

享和４年正月28日～文化２年３月24日

文化２年３月25日～12月

文化３年正月～４月23日

文化３年４月24日～４年３月23日

文化４年３月24日～10月

文化４年11月～５年４月23日

文化５年４月24日～12月

文化６年正月～３月27日

文化６年５月～７月

文化６年３月28日～４月

文化６年８月～12月

文化７年正月～４月20日

文化７年４月21日～12月

文化８年正月～３月

文化８年３月26日～10月

文化８年11月～９年２月

文化９年３月～４月

文化９年４月20日～10年４月９日

文化10年４月10日～10月

文化10年11月～11年４月20日

文化11年４月～12月

徳
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毛
利
家
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庫
「
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田
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